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何
か
に
驚
い
た
と
き
一
瞬
、体
が
固
ま

る
こ
と
が
あ
る
。驚
い
た
状
況
が
そ
の
後

も
続
け
ば
、思
考
停
止
で
身
動
き
が
取
れ

な
い
状
態
に
陥
る
場
合
も
あ
る
。こ
の
状

況
を
別
の
言
葉
に
言
い
換
え
れ
ば
、「
愕

然
」「
唖
然
」か
ら「
呆
然
」と
い
っ
た
と

こ
ろ
か
。

　
国
土
交
通
省
が
六
月
に
公
表
し
た
、

「
適
正
な
工
期
設
定
等
に
よ
る
働
き
方
改

革
の
推
進
に
関
す
る
調
査
」結
果
は
、こ

の
驚
き
の
状
況
に
当
て
は
ま
る
か
も
し

れ
な
い
。調
査
は
一
一
一
団
体
会
員
の
建

設
企
業
と
、発
注
者
と
し
て
電
気
・
鉄
道・

住
宅
・
不
動
産
業
界
の
大
手
四
二
社
。

　
主
な
調
査
項
目
は
、民
間
工
事
の
▽
工

期
設
定
に
当
た
っ
て
の
受
発
注
者
間
の

協
議
の
有
無
▽
工
期
の
適
正
性
▽
工
期

変
更
の
理
由
▽
工
期
変
更
に
伴
う
増
加

上
」企
業
二
六
九
社
の
う
ち
一
二・六
％
、

三
四
社
が「
四
週
八
休
以
上
」の
休
日
を

取
得
し
た
。た
だ
調
査
対
象
で
最
も
完
工

高
が
多
い
、「
完
工
高
五
〇
億
円
以
上
」

企
業
で
も「
四
週
五
休
程
度
」六
四
社
、

「
四
週
四
休
程
度
以
下
」六
七
社
で
半
数

近
く
を
占
め
た
。こ
の
こ
と
か
ら
は
、回

答
し
た
日
建
連
会
員
企
業
全
て
が
四
週

八
休
以
上
を
民
間
工
事
で
実
現
で
き
て

い
な
い
と
類
推
で
き
る
。

　
こ
の「
休
日
状
況
」結
果
に
は
二
つ
の

驚
き
と
不
安
・
懸
念
が
あ
る
。一
つ
目
の

驚
き
は
、調
査
対
象
で
企
業
規
模
が
最
も

大
き
い
類
型「
完
工
高
五
〇
億
円
以
上
」

で
も
、民
間
工
事
で
は
約
半
数
が「
四
週

五
休
程
度
」に
と
ど
ま
っ
た
こ
と
だ
。産

業
政
策
視
点
も
合
わ
せ
持
つ
公
共
発
注

者
・
工
事
と
は
違
う
、民
間
工
事
の
難
し

さ
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
と
言
え
る
。

　
驚
き
の
二
点
目
は
、請
負
階
層
で「
下

請
工
事
一
次
が
主
」と「
下
請
工
事
二
次

以
降
が
主
」の「
四
週
八
休
以
上
」の
休

日
取
得
割
合
が
一
二
・
六
％
と
、「
元
請

が
主
」企
業
で
四
週
八
休
以
上
と
答
え
た

一
二
・
五
％
と
ほ
ぼ
同
じ
割
合
と
な
っ
た

点
だ
。大
手
企
業
が
現
場
を
四
週
八
休
に

し
て
も
、下
請
け
は
稼
ぎ
を
優
先
し
て
別

し
た
工
事
費
の
負
担
▽
休
日
の
取
得
状

況
▽
働
き
方
改
革
・
生
産
性
向
上
に
向

け
た
取
り
組
み
―
―
な
ど
。建
設
企
業
の

回
答
は
一
、九
三
三
社（
う
ち
有
効
回
答

は
一
、四
七
一
社
）。民
間
発
注
企
業
は

四
二
社
。

　
調
査
対
象
は
元
請
け
・
下
請
け
、さ

ら
に
二
九
の
許
可
業
種
企
業
が
回
答
、建

設
生
産
シ
ス
テ
ム
で
そ
れ
ぞ
れ
の
部
分
を

担
っ
て
い
る
企
業
を
網
羅
し
て
い
る
。

　
有
効
回
答
一
、四
七
一
社
の
な
か
で
、

大
手
元
請
け
な
ど
で
構
成
す
る
日
本
建

設
業
連
合
会（
日
建
連
）会
員
企
業
の
回

答
数
は
五
六
社
、有
効
回
答
数
に
占
め

る
割
合
は
三
・
八
％
。産
業
成
長
へ
向
け

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
け
ん
引
す
る
日
建

連
会
員
企
業
が
占
め
る
こ
の
割
合
は
、休

日
取
得
な
ど
の
調
査
結
果
に
大
き
な
意

の
現
場
を
探
す
た
め
四
週
八
休
は
難
し

い
と
言
わ
れ
て
い
た
が
、下
請
け
も
四
週

八
休
の
実
現
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
示

し
た
。

　
一
方
で
最
大
の
不
安
・
懸
念
は
、建

設
市
場
の
過
半
以
上
を
占
め
る
民
間
工

事
で
、先
行
し
て
取
り
組
み
が
進
む
国
交

省
直
轄
土
木
工
事
の
レ
ベ
ル
ま
で
四
週
八

休
や
適
正
工
期
設
定
・
変
更
な
ど
が
進

む
か
ど
う
か
だ
。今
回
調
査
の「
休
日
状

況
」回
答
は
九
七
九
社
。産
業
ピ
ラ
ミ
ッ

ド
と
生
産
シ
ス
テ
ム
構
造
の
土
台
で
企

業
数
が
圧
倒
的
に
多
い
は
ず
の
下
請
け

の
回
答
数
割
合
は
半
数
程
度
。礎
に
な
る

企
業
の
実
態
は
ま
だ
鮮
明
に
は
見
え
て

い
な
い
。

過
去
の
成
功
体
験
は
通
用
す
る
か

　
元
請
け
が
継
続
的
な
建
設
生
産
シ
ス

テ
ム
を
維
持
す
る
た
め
に
専
門
工
事
業
の

社
会
保
険
加
入
促
進
な
ど
処
遇
改
善
に

も
関
与
す
る
方
向
を
決
定
づ
け
た
一
つ

と
し
て
、日
建
連
が
二
〇
一
三
年
に
策
定

し
た『
労
務
賃
金
改
善
等
推
進
要
綱
』が

あ
る
。た
だ
要
綱
策
定
時
議
論
か
ら
、産

業
政
策
の
視
点
を
持
ち
発
注
者
が
調
査

味
を
持
た
せ
て
い
る
。日
建
連
が
、生
産

性
向
上
や
担
い
手
確
保
、建
設
キ
ャ
リ
ア

ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
の
導
入
・
拡
大
な
ど
に

関
し
て
、建
設
産
業
界
を
け
ん
引
し
て
き

た
か
ら
だ
。

　
ち
な
み
に
国
土
交
通
省
が
発
注
す
る

大
規
模
公
共
土
木
工
事
に
応
札
で
き
る

一
般
土
木
最
上
位
等
級
の
Ａ
ラ
ン
ク
は

約
三
〇
社
。こ
の
三
〇
社
は
全
国
大
手
ゼ

ネ
コ
ン
で
日
建
連
会
員
企
業
と
も
重
な

る
。Ｂ
ラ
ン
ク
は
地
域
を
代
表
す
る
企
業

で
準
大
手
ゼ
ネ
コ
ン
と
位
置
づ
け
ら
れ
る

約
一
〇
〇
社
で
、こ
こ
ま
で
の
約
一
三
〇

社
は
ほ
と
ん
ど
が
日
建
連
会
員
企
業
と

重
な
る
。

四
週
八
休
以
上
は
一
割
未
満

の
結
果
を
踏
ま
え
た
コ
ス
ト
の
積
み
上
げ

で
価
格
を
決
め
る
公
共
工
事
と
、民
間
工

事
と
は
、コ
ス
ト
に
関
す
る
考
え
方
が
大

き
く
違
う
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
。団

体
と
し
て
労
務
賃
金
改
善
に
乗
り
出
し

た
二
〇
一
三
年
は
、公
共
工
事
設
計
労
務

単
価
が
全
国
平
均
で
一
五
％
ア
ッ
プ
、労

務
費
と
資
材
価
格
の
急
激
な
上
昇
に
対

し
た
コ
ス
ト
転
嫁
が
問
わ
れ
る
一
方
で
、

担
い
手
確
保
・
育
成
へ
向
け
た
処
遇
改
善

へ
の
大
き
な
一
歩
の
年
で
も
あ
っ
た
。

　
あ
れ
か
ら
約
一
〇
年
か
け
て
、専
門
工

事
業
の
社
会
保
険
加
入
促
進
と
国
交
省

直
轄
の
適
正
工
期
設
定
と
働
き
方
改
革
・

生
産
性
向
上
支
援
は
公
共
工
事
市
場
で

劇
的
に
進
ん
だ
。

　
一
方
、民
間
工
事
は
ど
う
か
。そ
も
そ

も
資
材
・
労
務
だ
け
で
な
く
、さ
ま
ざ
ま

な
コ
ス
ト
ア
ッ
プ
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て

プ
ラ
イ
ス（
契
約
額
）を
決
め
る
の
が
民

間
工
事
。さ
ら
に
契
約
額
と
い
う
直
接
的

手
法
の
ほ
か
、工
期
短
縮
で
コ
ス
ト
ダ
ウ

ン
を
図
る
間
接
的
手
法
も
組
み
合
わ
せ

て
成
り
立
っ
て
き
た
。こ
の
間
接
的
手
法

が
逸
脱
す
る
と「
不
適
正
な
工
期
」と
な

る
。こ
の
不
適
正
工
期
に
対
処
す
る
た
め

二
〇
二
〇
年
、中
央
建
設
業
審
議
会
は

　
さ
ら
に
Ｃ
ラ
ン
ク
は
約
五
、九
〇
〇

社
、Ｄ
ラ
ン
ク
約
一
・
一
万
社
。そ
の
ほ

か
直
轄
で
は
ラ
ン
ク
外
の
元
請
け
が
約

二
・
四
万
社
、さ
ら
に
約
一
〇
万
社
の
経

営
事
項
審
査
受
審
企
業
と
、経
審
を
受

審
し
て
い
な
い
電
気
設
備
な
ど
専
門
工

事
業
が
約
三
三
万
社
存
在
。つ
ま
り
専
門

工
事
業
を
土
台
か
ら
約
三
〇
社
を
頂
点

に
建
設
産
業
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
が
成
り
立
っ

て
い
る
。国
土
交
通
省
が
公
表
し
た
調
査

は
、こ
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
を
構
成
す
る
企
業

の
民
間
工
事
の
工
期
設
定
や
休
日
取
得

の
実
態
調
査
と
い
う
位
置
づ
け
に
な
る
。

　
具
体
的
に
は
、民
間
工
事
で
建
設
企
業

が「
四
週
八
休
以
上
」の
休
日
を
取
得
で

き
た
と
答
え
た
企
業
は
、回
答
企
業
九
七

九
社
の
う
ち
九
六
社
、九
・
八
％
に
と
ど

ま
っ
た
。ま
た
完
工
高
で「
五
〇
億
円
以

「
工
期
に
関
す
る
基
準
」を
作
成
・
勧
告
、

国
交
省
も「
著
し
く
短
い
工
期
に
よ
る
請

負
契
約
の
締
結
禁
止
」を
業
法
改
正
で

新
た
に
盛
り
込
ん
だ
。

　
し
か
し
短
工
期
と
い
う
間
接
的
手
法

は
今
も
通
用
す
る
。現
場
の
採
算
は
悪
化

し
て
も
、集
中
的
に
施
工
部
隊
を
投
入
す

れ
ば
良
い
か
ら
だ
。た
だ
今
後
も
、場
合

に
応
じ
て
突
貫
が
問
題
な
く
続
け
ら
れ

る
と
判
断
す
る
の
は
早
計
か
も
し
れ
な

い
。

　
立
ち
は
だ
か
る
の
は
、二
〇
二
四
年
四

月
か
ら
の「
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
」

適
用
。た
だ
で
さ
え
週
休
二
日
へ
の
取
り

組
み
が
遅
れ
て
い
る
中
小
企
業
元
請
け

に
と
っ
て
、特
例
で
も「
時
間
外
労
働
月

四
五
時
間
超
は
年
六
カ
月
が
限
度
」は
か

な
り
高
い
ハ
ー
ド
ル
と
な
る
。

　
実
は
も
う
一
つ
、建
設
生
産
シ
ス
テ
ム

全
体
の
供
給
力
に
影
響
を
与
え
か
ね
な

い
制
度
が
あ
る
。課
税
売
上
高
一
、〇
〇

〇
万
円
以
下
の
免
税
事
業
者
を
課
税
事

業
者
に
事
実
上
誘
導
す
る「
イ
ン
ボ
イ
ス

制
度
」の
二
〇
二
三
年
十
月
開
始
だ
。免

税
一
人
親
方
だ
け
で
な
く
外
注
す
る
下

請
け
、さ
ら
に
は
元
請
け
に
と
っ
て
の
影

響
も
見
過
ご
せ
な
い
。
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